









The Dawn of the Cooperative Cooking (2): 
The Comparison of Cooperative Cookhouses between Aichi and Saitama Prefecture






































































































































































６） 『今昔の三谷』昭和４年発行，昭和49年（復刻），愛知県郷土資料刊行会 pp. 115‒116より引
用。
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中　野　典　子 ・ 馬　場　景　子
７） 『今昔の三谷』pp. 116‒117より引用。
８） 「三河栄養食共同組合の沿革」より引用。
９） パンフレット「三河栄養食共同組合あんない」によると，組合の沿革と運営内容は次の通り
である。「大正８年三河織物共同炊事所として設立され，当三河織物工場従業員の保険衛生，
栄養，経済，親睦と５ツの基盤にたった共同給食を推進し，途中昭和17年に社団法人三河栄
養食配給所（戦時中厚生省の推奨により社団法人組織となる）と改称，戦前戦後を通じて常に
集団給食の発展，職場の生産向上，健康管理等一貫して食生活改善の一翼を担ってまいりまし
た。今日衛生面の強化並び食生活の新時代に対処するため，昭和42年４月に共同組合を設立
喫食者との心の通った納得のいくバランス給食をめざして今日に至っている。」
10） 旧栄養食配給所に関しては，川越市がこの建物群を文化財に指定するにあたり報告書が提出
されている。川越市文化財審議委員である東洋大学工学部建築学科の浅井賢治氏によると，建
物の建築年は不明だが，栄養食配給所の創立者の一員として業務に携わった坂根氏が昭和９年
に当該地に転居した時点で共同炊事場の運営は開始されていたことになる。また昭和14年５
月に提出された資料「建築届書」は増築建物の申請書で，添付資料に住居と作業所の案内図や
建築図面などがあったと報告している。
11） 川越市文化財資料。
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